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※「まなべあー通信」では、新たな生涯学習推進構想策定に向けた取り組みをはじめ、「生涯学習」に関わる様々なテーマを

上げます。 

 
〈生涯学習って何？〉 

 「生涯学習」という言葉から、皆さんは何を思い浮かべますか。平成17年度の市政世論調査で

「生活を楽しみ、心を豊かにする活動をすること」が48.7％、「趣味・教養を高めること」が47.0

「幼年期から高齢期まで、生涯を通じて学ぶこと」が44.5％と上位を占めています。 

 国においては、平成 4年（1992 年）の生涯学習審議会答申で「生涯

学習は、いつでも、どこでも、誰でも自由に取り組めるものであり、組織

的な学習活動だけでなく、スポーツ活動、文化活動、趣味、レクリエーシ

ョン活動、ボランティア活動など、幅広い活動の中でも行われるものであ

る」と述べていますし、平成 7 年に策定された現在の「札幌市生涯学習

推進構想」でも、「学校の教育を終えると学ぶことが終わるのではなく、

だれもが、いつでも、どこでも、自ら学び続けるものだという考えから生

まれたのが『生涯学習』」であると説明しています。 

 このように多様な活動として行われる「生涯学習」を、札幌市としてど

のように支援していったらよいか、その方向性について、公募の委員を含

む「生涯学習推進検討会議」で現在検討しています。 札幌市生涯学習推進構想

（H7.4 月策定） 

 

 
●第 2回検討会議開催結果 
 平成 18年 2月 15日（水）、第 2回検討会議が開催されました。 
 第 1回検討会議に引き続き、札幌市の生涯学習の現状について事務局から説明をし、引き続き
の課題について意見交換が行われました。 
（意見の抜粋） 
・アンケートから、なかなか時間がとれない職業をもっている人に対する生涯学習の支援の必

が感じられる。 
・ちえりあの一番の問題は都心から少し離れているということ。この件については、大学の社会

職業人に対する講座とどう連携するかということと関わってくる。 
・地域の中で学校をどのように位置づけ、生涯学習の中に位置づけるかは大事な問題。 
・生涯学習をしていないという 41.4％の方にいかに働きかけていくかという方向性で検討して
ほうが札幌市としてはいいのではないか。 

 
 今回の会議で、今後の課題を議論していくための足がかりとして、以下の 5点に整理しました
 ○地域における生涯学習支援のあり方（ソフト・ハード面でのまちづくり） 
 ○生涯学習における行政の果たすべき役割 
 ○民間・教育機関・行政の連携のあり方 
 ○新たな課題への対応（若年無業者への学習支援、家庭教育支援、地域の教育力の向上、ICT

報技術）の活用・eラーニング、キャリア教育、生涯学習における広報活動、など） 
 ○構想の評価・検証の方法 
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【札幌市の生涯学習の状況～第 2回検討会議資料から要約～】 
 ○札幌市生涯学習推進構想の現況 

札幌市生涯学習総合センター 

（ちえりあ） 

 → 実施事業数：219（実施率 90.5％） 
 ○札幌市の現状 
  → 老年人口 17.2％、生産年齢人口 70.3％、年少人口 12.5％ 

（H18.1.1現在） 
  → 合計特殊出生率（H16）：1.01（全国 1.29、北海道 1.19） 
  → 町内会加入率：73.3％（H17.1.1現在） 
  → NPO法人数：446団体（H17.12月末） 
  → インターネット利用状況（H17）：「利用している」（48.5％） 
 ○市民ニーズ（H17年度市政世論調査から） 
  → 現在の学習環境に対する満足度：「満足している」（65.7％） 
  → 生涯学習を行う環境に対する意向：「身近な場所での講座や活動機会の充実の必要性」

（50.5％） 
  → 市が行うべき生涯学習に関する市民の意向：「生涯学習の場（施設など）の整備」「趣味・教

養から資格取得まで、幅広い学習機会の提供」（ともに 21.9％） 
 ○民間・大学等の生涯学習事業の提供状況（H17年度生涯学習関連機関・団体調査から） 
  → 講座数：29,096回、延べ参加人数：299,698人（回答のあったカルチャーセンター、専門学

校・各種学校、市民活動団体・NPO計 69機関・団体の合計） 
  → 大学・短大の公開講座：373コース、参加人数：15,695人（回答のあった大学・短大 25校

の合計） 
  → 事業実施の問題点：「広報・PR活動が十分でない」の回答が全体的に多い。市民活動団体・

NPO では、「事業運営費が不足している」「運営実務のできる人材が不足している」との回答
も多くなる傾向にある。 

  → 大学・短大の状況：リカレント教育の各種制度が充実（H6 年度リカレント教育調査との比
較） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【第 3回札幌市生涯学習推進検討会議】 
○日時：4/24（月） 9:30～ 
○場所：札幌市教育委員会 4階 教育委員会会議室（中央区北 2条西 2丁目 STV北 2条ビル）

※詳細につきましては、こちらでご覧いただけます。↓ 
  http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/shogaikyoiku/gakushu/suishin/newkoso.html
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